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W　郷土の森林形成の具体的提案　Beispiele　fUr　den　Aufbau

　　　von　verschiedenartigen　Umweltschutzwaldem

1．公共施設　　Offentliche　Anlage

　市街地，住宅地の中における環境緑地中で，拠点となる緑の設置地点に利用できるのが公共用

地や福祉施設である。とくに学校，グラウンドなどは災害時の広域避難場所に指定されている所

が多い。単に広いスペースがあるということで指定されているが，基本的にはスペースの周辺に

マウンドを築き，その土地に適した樹種：植栽適性樹種（P．98，99）を利用し，将来は管理費がか

からず，緑でおおわれた空間で，緑の生きた樹冠による防火，生きた根による防災が発揮される。

　一般に公共用地，福祉施設などは，人々が集まる場所でもある。したがって，心の安らぎ，思考

力を高めるためにも用地，施設周辺には緑環境形成が重要な位置を占める。緑環境とは，単に花

季の美しい観賞植物を植栽するだけではなく，用地，施設の周辺は幅は狭くとも1m以上，高さ

40cm以上のマウンドを築き，表層土を復元し，その土地本来の樹種によるポット苗植栽を行な

う（p．102）。外観的に目立つ緑を最初から得たい場合は，樹高2～3mの樹種を幼苗3～5本

に1本の割合で混植するとよい。植栽後2～3年で，先に植栽した樹種に生長がおいつき，幼苗

が成木を追い越して生長し，森を形成してゆく。観賞用植物は，花期，果実，葉を楽しむ植物な

どを，これら周辺のマウンド植栽一環境保全林　　の内縁あるいは外側の，サイドに密植して，

景観美も兼ねた植栽を行なう。芝生地も含め，幅は，施設，用地利用に応じて設計できるが，植

栽後美観を維持するためには相当な管理を毎年必要とする。維持管理費をできるかぎり少なくす

るためには，！）森林部分を多くする。2）修景ゾーンでは，花木・果樹・観賞葉樹なども密植

植栽法を用い，刈りとりなどの管理を必要としない樹種を選ぶ。3）芝生のゾーンをできるだけ

少なくする。4）整形，整姿を毎年必要とする樹種を用いない，などを基本的に注意することで

維持管理費を少なくすることができる。福祉施設周辺の美観が重要な課題となる地区については，

雑木林のミニアチュアをつくり，人為的管理を最少限におさえるなどの応用が考えられる。

　公共用地における三校・教育施設では，教材園は学校敷地内に設麗し，周辺は学校環境保全林

をマウンドを築き創造する。樹種配置については，周辺の住宅環境を考慮し，緑の創造に苦手

で理解できない住畏については納得の行く話し合いを行うことと，保全林による影が影響を及ぼ

す際には，生活域に接する境界は夏緑広葉樹高木を用いるか，影が影響を及ぼさない程度に生長

する腫高木あるいは低木を密植する。北側などで影響の少ない面において森づくりを実施する。

幅は最低1mをとりたい。教材用の樹種あるいは植物を植栽したい際には，学校側のマウンド

斜面下部のマント群落の位置に植栽し利用する。実際の植栽は生徒達自身の手で実施し，植栽後

も，学校を卒業するまで当番を決め継続的に観察させる。生物教育，社会教育，一般教育の基礎
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　Fig．49学校緑化の1例。
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Fig．50　カマボコ型マウンド上における植栽例。

Beispiel　eines　Bep且anzungsplanes　auf　dem　Damm．

となりうる。

2．　市街地および街路緑化　　Stadtareale　und　AUeen

緑地環境整備において，もっとも困難な問題が山積されている地域が市街地である。既存の建
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F量9・51グリーンバンクの補助事業として県下に植栽された緑地の一例

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（島田市，海抜20m）。

Ein　Beisp玉el　der　BegrUnung，　welche　die‘‘GrUne　Banl｛”（ler　Pr誕ektur　Shizuoka

gemacht　hat（Stadt　Shimada，20m　U．　NN）．

物，既存の道路では，新しい緑のスペースを発見することが困難である。特に密集した家屋，商

店街においては多くの問題をもっている。

　市街地における緑は，！．で述べられたように公団施設に緑環境を創造するスペースが残されて

いる。したがって，これらの空間の緑を，市街地における緑の拠点とする。さらに主要道路の街

路樹帯を整備し，河川，道路，鉄道周辺などに帯状緑地をはりめぐらす。拠点の緑と帯状緑地を

具体的に緑の帯で結ぶことにより，緑のネットワーク作りが完成される。そのためには，都市計

画，地域計画を見なおし，たて割りの行政から横の連帯をもった行政機構にあらため，緑の係，

建築設計の係，土木工事の係など行政側が一体となり鳥かん的視野の広さで全域を展望する必要

がある。緑の拠点と緑の帯のネットワークは市街地に緑の生きた網をかぶせる形で保全する。ま

た積極的に形成してゆく。

　市街地に空間がない地域では，コンクリートブロック塀のかわりに生垣や高生垣をつくる。生

垣のスペースがない程の建ぺい率で建築されている所では，庭や敷地のコーナーを利用し，シン

ボル・ツリーを各象庭で植栽し，根元には低木を沿え，密植コーナーをつくる。各家庭のコーナ

ーにおける1～4本のシンボルツリーは，そのままつながり緑の網目の目となってゆく。どのよ

うなスペースでも，小さくとも将来大きくなる樹木を植栽することが重要である。
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　並木植栽地では，可能な限りコンクリートをはずし，土の呼吸できる部分を広げる。さらに，

根元に低木を密植させ，集団あるいは帯としての緑を形成する。静岡県では市街地がヤブツバキ

クラス域に大部分位置している。したがって，並木植栽では：景観木植栽とともに2本に1本は常

緑広葉樹の，地域の自然植生構成種を，可能なかぎり植栽する。従来のいわゆる景観木の，サク

ラ，ケヤキ，プラタナス，アオギリ，ポプラ，アカシアなどは冬季に葉を落とし寒々とした景観

を与えるが，シラカシ，アラカシ，タブノキ，スダジイ，ホルトノキ，クロガネモチ，ヤマモモ

などの常緑広葉樹は冬でも緑のアクセントを添え，生命のみずみずしさを示している。さらに，

これら高木になる樹種については，決して生長点をとめないこと，過度の旧記を施さないことが

重要である。交通に支障をきたすおそれのある場合は下枝をおとす程度にとどめる。また高木の

周辺には必ずやブツバキ，サザンカ，ヒイラギモクセイなどの冬季にも花を楽しめ，あるいは葉

色や，香りを楽しめる常緑の亜高木，低木を支え木のかわりに密植し，高木と共生させることが

望ましい。

3。新興住宅地　　Die　Schaf慈ng　gunstiger　neuer　Siedlungen

　本来新興住宅地では，最初のプランニング段階で緑の自然環境を考慮すべきである。しかしコ

ストの面で安く大量に生産するためには，一切環境について考慮できないため，マッチ箱のよう

な家の密集地ができる場合が多い。新しく開発する新興住宅地では，単に造成，建築を行なうだ

けではなく，道路の並木，生壇，各戸のシンボル・ツリースペース，学校や貯水池まわりの緑，

新商店街地の緑のゾーニング・プランでは，低木と組みあわせた高木による小規模な森をできる

かぎりの空間に散在させ，夏は木陰を，冬は緑の息吹きをつくり出す。プランニングの段階で緑

の拠点と，緑のネットを工夫し入れこむことが基本とされる。

　すでに人々が住みついている地域では，公園，学校，病院などを中心に環境保金林プラス景観

整備植栽の組み合わせのために，有効な空間を利用した環境保全林を形成する。さらに既存の並

木で，強度な勢定が行なわれている樹木については勇定を停止し，樹形をもどすとともに，根元

の土壌部を広げ，低木を共存させる。さらに新興住宅地の家屋と道路間の三根，コンクリートブ

ロック塀のところは生壇あるいは高生垣に徐々に変えてゆく。

　一般に新興住宅地は，マッチ箱の乱立のように家が並立しているだけである。世界中，新興住

宅を空からみると同じ景観である。これからは技術的にも理論的にも，古くから人々がっくり育

ててきた緑を使い潜在自然植生に適した緑に包まれた新興住宅地を計画配置して，緑の自然環境

を創造し，その土地固有の自然と調和した文化景観を形成することが期待される。

4．　大規模産業用地　　GroBe　Fabrikareale

工場など産業用地は地域の環境条例，規制に応じて，各地各様に様々な緑化植栽が行なわれて



108

いる。しかしその多くは多額の管理費を必要とする従来の造園的手法による緑化である。これら

の造園的手法による植栽だけでは，環境保全林としての生態学的機能を充分発揮するには不十分

な外見だけの心づくりに終始する危険性が高い。その意味からも集塵などの大気浄化機能，防音

機能をもった緑のフィルターとしての生態的機能の十分期待できかつ将来にわたってその効果の

増大する植生生態学的調査に基づいた潜在自然植生構成種による環境保全林の創造を行なう必要

がある。

　一般に大規模産業用地は広い敷地面積を必要とすることから，市街地から離れた人口密度の低

い沖積地の造成や海岸埋立により造られる場合が多い。いつれの場合でも，緑化植栽に際しては，

地下水の影響を防ぐ意味でも，マウンド構築によるポット植栽が前提となる。

　D　内陸部の大規模産業用地の緑化

　内陸部の土壌条件の湿潤な沖積低地や土壌の乾性な台地，丘陵における産業用地開発にあたっ

ては，大規模な土地造成が予想される。それゆえ，造成地に充分な土壌復元をほどこしたとして

もその地域の潜在自然植生は周辺地域の残存自然植生などとの比較により判定される。

　水田地帯などの沖積低地に産業用地を開発した場合，その地域の潜在自然植生はイノデータブ

ノキ群集，ムクノキ一病ノキ群集，ホソパカナワラビースダジイ群集，ミミズバイースダジイ群

集が推測される（宮脇（編）1985）。本地域の植栽適性樹種としては，高木にタブノキ，クスノ

キ，スダジイ，ヤブニッケイ，シロダモ，カクレミノ，ヒメユズリハ，クロガネモチ，ヤブツバ

キなどの常緑広葉樹が，また夏緑広葉樹としてはムクノキ，ケヤキ，クヌギなどがあげられる。

また低木にはトベラ，シャリンバイ，マサキ，サザンカ，ネズミモチ，ヒイラギモクセイ，イズ

センリョウ，サンゴジュなどの常緑植物が，また花木としてツツジ類，アベリア，コデマリなど

があげられる。

　台地，丘陵などを産業用地として開発された場合，その地域の潜在自然植生はルリミノキーイ

チイガシ群集，カナメモチーコジイ群集，ヤブコウジースダジイ群集，シラカシ群集などが推定

される（宮脇（編）1985）。本地域の植栽適性樹種としては高木にスダジイ，タブノキ，アラカ

シ，シラカシ，クスノキ，クロガネモチなどの常緑樹が，また落葉樹としては，コナラ，クリ，

ヤマザクラ，ケヤキ，イヌシデ，アカシデなどがあげられる。また低木にはヤブツバキ，サザン

カ，ネズミモチ，イヌツゲ，ヒイラギ，カナメモチ，アセビなどが，また花木としてツツジ類，

ニシキウツギ，アベリアなどがあげられる。

　2）　臨海部の大規模産業用地の緑化

　海岸埋立地などに大規模な産業用地が開発される場合，その臨海部は常時海からの強い潮風に

さらされていることが多い。また埋立地は一般的に自然状態の土壌と異なり，水はけの悪い劣悪

な造成土で覆われることが多い。このため海岸埋立地では，緑化植栽計爾の前提として充分な表
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Fig．52　林縁にトベラのマント群落を形成している，よく整備されている海岸防風林

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（富土市田子浦，海抜3m）。

　Mit　der　MantelgeseUschaft　von　P～彦’03ρoη〃〃’oZ7f7Yτgut　gepHegter　Meereswindschutz－

　wald　von　P～ノz〃∫彦みκηわ8／g～～（Tagonoura　3m　U．　NN，　Stadt　Fuji）．

層土の復元とマウンド構築が必要である。

　海岸埋立地の潜在自然植生として，イノデータブノキ群集，マサキートベラ群集が考えられる。

本地域の植栽適性樹種としては，高木にタブノキ，ヤブニッケイ，ヤブツバキ，ヤマモモ，ヒメ

ユズリハなどの常緑樹が，また低木層にはトベラ，シャリンバイ，マルバシャリンバイ，マサキ，

ハマヒサカキ，アキグミ，マルバグミなどの常緑低木などがあげられる。

5．土砂採取跡地　　Kies－E就nahme－Stellen

　山肌を削り取る土砂採取，河床の砂利採取された跡地はこれまで無残な荒地として放置される

ことが多かった。これらの荒蕪化は地域の景観美を損ねるばかりでなく，そのまま放置しておく

ことは，土砂崩壊をまねくなど治山治水の妨げとなる。県土の保全，管理の意味からもこのよう

な荒蕪地はすみやかに土壌の復元を行ない，その土地に適した樹種による緑化対策が必要である。

また将来，土砂採取が予定されている地域に対しては，事前にその土地の表層土を少なくとも1

騰の厚さで削り取り，それを他所に保管しておき，土砂採取終了後に再びその表層土によって土

地を被覆することを義務づける必要がある。
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　以下に土砂採跡地および砂利採取跡地の緑化対策を示した。

　1）土砂採取跡地の緑化

　山肌を削り取る土砂採取地では，母岩が露出した急斜面や地下水がたまるような深い穴が残さ

れていることが多い。穴は残土により埋立てて平坦にすることができるが，岩盤の露出した急斜

面では，少しでも平坦なテラス部ができるように斜面を階段状に削り取る必要がある。またテラ

スの岩盤には客土する前に削岩機で穴をあけ，植栽した樹木の根系が深く根づくようにする。

　穴の埋立地や土砂置場などの平坦地は土壌の復元によって，産業用地の緑化と同様な植栽適性

樹種により緑化植栽が可能である。しかし土壌が浅く乾燥しやすい斜面テラスにおいては，潜在

自然植生がアラカシ群落であると推測されることから，本地域の植栽適性樹種としてアラカシ，

ウラジロガシ，ウバメガシ，ツクバネガシ，アカガシなどのカシ類やヤシャブシ，ニシキウツギ，

コゴメウツギなどの先駆性落葉低木などが考えられる。

　2）　河床の砂利採取跡地の緑化

　ここでいう河床の砂利採取跡地の緑化とは，採取跡地の河床を河川改修工事に付随させて，運

動グラウンドや公園等にする場合を想定している。

　河川に隣接した河床では，土地の埋立造成を行なった場合，その地域の潜在自然植生はイノデ

ータブノキ群集かムクノキーエノキ群集と判定される。本地域の植栽適性樹種としては，高木層

にタブノキ，シロダモ，アラカシなどの常緑樹のほか，ムクノキ，エノキ，ケヤキ，クヌギ，ヤ

ナギ類などの落葉樹が考えられる。また低木にはマサキ，ネズミモチ，アオキ，ヤツデ　などの

常緑植物やヤマグワ，イボタノキ，ヤブデマリ，イヌビワなどの落葉低木などがあげられる。

6．　ゴルワ場　　　Goifpl翫ze

　ゴルフ場建設は工場地や住宅地などの造成，建設と異なり，農耕地，植林などと共通した緑地

としての土地利用の側面をもっている。ゴルフ場内のコースはコウライシバ系の品種，ラフはノ

シバといったシバ草原が維持，管理される。またコースの境界にはスギ，ヒノキ，アカマツ，ク

ロマツなどを用いた樹林地が暴く帯状につくられている。これらの一見調和のとれた緑地構成も

その土地の潜在自然再生と対応させた場合，その差の大きさが明らかとなる。すなわち，静岡県

下でゴルフ場建設が行なわれている場所は多くはやブツバキクラス域，一部ブナクラス域であっ

て，潜在自然植生はスダジイもしくはブナなどの優暑した高木林植生と判定されている。この立

地のもつ潜在的能力と現存植生としてのシバ草原との差によって県下のゴルフ場は集約的な人工

的管理が施されている。すなわちシバ草原あるいは樹林地においても自然に生じてくる草本植物，

木本植物などをたえず除去し，シバ類や樹木を補翼し，さらに施肥，刈りこみなどが行なおれる。

これらの集約的な管理はゴルフ場を維持する限り，永続的に必要とされる。
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Fig．53　ウバメガシ，ヤマモモなどの潜在自然植生構成種が繁茂したクロマツ砂

　　　　防林（浜岡町）。
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gep且anzt　zur　Stabilisleyungδes　Flugsandes　e玉ner　K銭stend昼ne（Hamaoka）．

　また広面積におよぶシバ草地は土壌表層および土壌の保水機能に保全上の問題がある。シバは

短茎の草本植物であり，根圏も浅い。このため降雨時，特に台風や集中豪雨などの大量の降水に

さらされた際には，有機物を多く含む土壌の表層が流亡しやすい。さらに土壌の深部まで根圏が

達せず，保水力に富む厚い土壌層が発達しない。これらの結果，降雨時の雨水の大量流下と土壌

流失を生じやすい。特に富士宮市中北部の富士山西麓では「富士マサ」により土壌層の発達が制

限されており，この地域におけるゴルフ場建設には十分な配慮が必要である。

　このようなゴルフ場では土壌保全を中心とした環境保全林の形成が望まれる。それには多層構

造をもち，深い根嚢により土壌とその保水力を発達させる自然林をモデルとした環境保全林が提

案される。ゴルフ場において周辺およびコース問に植栽される樹林地を環境保全林として設定

し，潜在自然植生構成種によりその立地にもっとも適合した森林植生を形成することが望ましい

（Fig．55）。

　これらの環境保全林は土壌流亡や水源滋養機能をはたすだけでなく，その土地本来の鳥，動物

の生活の場を提供し，さらにその土地慰籍の景観を表現する。これらの複合的効果は緑地として

のゴルフ場の機能を著しく高め，長期間に及ぶ緑地保全を可能にする。
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　　　　Fig．54　現存植生を基盤にした環境保全林㊧形成。

Scha妊ung　der　Umweltschutzw組（ler　auf　der　Basis　der　realen　Vegetation．

　1＝者現存植生　Verschiedenartige　reale　Vegetation

　皿1択伐を行ない幼苗を密植する　Bep丑anzung　mit　den　lungen　Baulnchen

　租：将来像　Zuk廿nftiges　Bild．

7。海岸砂防林 Windschutzwalder　an　deD　Meeres－K茸sten

　静岡県下では遠州灘に面した浜岡砂丘，日照島砂丘に広大な砂丘地帯が発達し，また駿河湾に

面した清水市，富士市，沼津市などにも砂丘地がみられる。これらの砂丘地には砂防林，防風林，

防潮林としてクロマツ林が広く形成されている。清水市の三保の松原，沼津市の千本浜などでは

クロマツ高木林として発達し，保全されている。浜澗，中田島砂丘などでは強い西風とそれを原

因とする飛砂を抑制する目的で海岸線にほぼ平行した砂丘列を人工的に建設地，その上にクロマ

ツ林が造林されている。これらのクロマツ砂防林はその後背の農耕地，住宅地，リクリユーショ
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1．現状 Heutiger　Zustand

　ρρ
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II．造成後 nach　der　Plan三erung　und　Einsaat

III．将来像 ZukUnftiges　Bild　nach　guter　Entwicklung

　　　　醗g・55　ゴルフ場建設に伴なう環境保全林の形成図1（富士宮市の例）。

　　Schematische　Darstellung　der　Schaf£ung　von　Umweltschutzw削dern　bei　der　Anlage

　　eines　Golfplatzes（1～皿）．

1＝道路　Weg

2：ススキ草原（トダシバーススキ群団）Wiesemit！協∫6αカぬ‘∫伽6／25∫∫：Arundine】10・

　　Miscanthionsinensis
3：コナラニ次林（クヌギーコナラ群集）Sekundarwalder：Quercetum　acutissimo・

　　serratae
3ノコナラニ次林ホソバショリマ自生地（クヌギーコナラ群集）Quercetulnacutissimo－
　　serrataemitゐα5孟7・θαん〔ヲ6湿01π8f

4：スギ，ヒノキ植林C7砂‘・刀z8廊ノ妙・廊α一，C乃α〃zα8c：》卿『！5・ゐ魏∫α一F・rεt

5＝マント群落（フジサンニシキウツギーマメザクラ群集ほか）Mante1－Gesellschaft：We三gelo

　　fujisanense・Prunetumincisaeu．a．
6：シバ植栽地　Zの5∫αブ妙伽加Rasen

7：環境保全林（シキミーモミ群集，クマシデーケヤキ群落）Umweltschutzwald（111icio－

　　Abietetumfirmaeu。C⑳画側5ブ砂。πガ。α一Z診Zん。τα58η一αオα一Gesellschaft）

8：ホソバショリマ自生地ゐα∫か‘8α加詔。η38ゴ・Bestand
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A．現況
　Heutlger　Zustand

B．潜在自然植生構成種の若木を植栽

　　する。

　Junge　Bまume　der　potentiellen　naturlichen

　Holzarten　dicht　gep且anzt

C．将来図
　Zuk廿nftiges　Bild　bei　guter　Entwicklung

　　　　　　　　　Fig・56現存するクロマツ林を利用した環境保全林。

クロマツ林の林床に潜在自然植生の構成種である常緑広葉樹を補植し，時間の経過とともに潜在

自然植生である常緑広葉樹林への遷移をはかる。

　　　Umweltschutzwalder，　f廿r　welche　dle　vorhandenen　P燃∫〃Lπノ加gだ．Walder　als　Basis

　　　genutzt　worden　sind．
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　Fig．5ア　境界環境保全林の造成例。

Beispiel　f廿r　einen　Grenz－U塒weltschutzwald。

ン施設を維持する上で必要不可欠な環境保全林として機能し，保全されている。

　しかしこれらのクロマツ植林はクロマツが陽樹であるため林床にクロマツ幼樹が育たず，老齢

林に達して枯死木が生じた際にはあらたな補植，管理が必要である。しかし浜岡砂丘の旧砂丘上

のクロマツ林で観察されるように，クロマツ砂防林の林床に多数の潜在自然植生構成種が多数侵

入，繁茂し，高木層に達し，自立的な常緑広葉樹による砂防林として発達している例も多くみら

れる。このような潜在自然植生構成種であるタブノキ，スダジイ，ヤマモモ，ヒメユズリハ，ウ

バメガシなどを優占種とした環境保全林はクロマツ砂防林のような高木層，草本層からなる2層

群落ではなく4層におよぶ多層群落を形成する。また高木の枯死による更新も自立的に行なわれ

る。さらに腐植層の形成による土壌の発達が進行し，森林植生としてより安定した植生へ発展す

る。潜在自然植生を基盤とした環境保全林はクロマツ林にみられないこのような多様な機能があ

り，永続的な環境保全効果が期待される（Fig．56，57）。

　現在クロマツ低木林がかろうじて生育できる砂丘前線のマサキートベラ群集およびトベラーウ

バメガシ群集域ではウバメガシ，トベラ，マサキ，ヒメユズリハ，マルバシャリンバイ，ヤマモ

モ，ヤブニッケイなどをクロマツ低林下に補罪する。またやや内陸側や，内湾のクロマツ高木林

が発達するイノデータブノキ群集域，ヤブコウジースダジイ群集域などではタブノキ，スダジイ，
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シロダモ，ヤブツバキ，モチノキ，クロガネモチなどを林床に補嫁する。これらの潜在自然植生

構成種の自立的な生育により，上層のクロマツが枯死にいたる時期には常緑広葉樹種による環境

保全林に発達するものと判定される。

8．　レクリエーションエリア　　Erholungsgebiete

　臼常の生活における精神的。肉体的な疲労の回復のためのレクリエーションエリアの設置は，

近年益々重要視されてきている。とくに余暇時間の増加とともに，レクリエーション活動圏が広

範囲にしかも積極的に行なわれるようになり，また，単なる観光的な行動から精神的，知的なレ

クリエーションへの志向が目立ってきている。このような社会のすう勢に対し，レクリエーシ。

ンエリアのあるべき姿に再検討がせまられている。

　D　静岡県内のレクリエーションエリア

　静岡県は変化に富む自然環境に恵まれているため，観光資源も豊富に存在する。とくに富士・

箱根・伊豆国立公園は首都圏から至近距離にあるため，四季を通じて多数の観光客が訪れる。ま

たこれに対応した私的なレジャー施設もきわめて多い。しかしレクリエーションエリアを本来の

目的の一つである保健・保養の場所と限定したとき，いくつかのまとまった地域が見出される。

すなわち，富士・箱根・伊豆国立公園地域では伊豆地区の伊豆海洋公園（城崎付近），天城昭和

の森，松崎，下田，沼津などを拠点とする海岸地域などがあげられ，箱根地区では乙女峠一考時

山周辺，さらに富士山地区では圏有林内に設置された富士山自然休養林や朝霧地域などがある。

県中央部では日本平県立自然公園に三保松原を含む地域および遠州灘一御前騎自然公園があげら

れる。内陸部では愚行峯に県民の森が設置され，また浜松市かわな野外活動センターなども開設

され，青少年による健全な利用が多い。県西にある浜名湖県立自然公園は東名高速自動車道に連

絡しているため利用老が多い（Fig．58，59）。その他静波一榛原地区，小笠山地区などがあるが，

おもにレジャー利用の色が強い地区と云える。

　2）　リクリエーションエリアに対する植生学上の提案

　リクリエーションを単なる余暇時間の消費のための行動とみる限り，そのエリアの存在意義は

きわめて稀薄となる。リクリエーシ。ンは豊かな自然環境の中にあり，利用者の保健，休養はも

とより，精神的な修養の場としての役割りをも考慮する必要がある。したがってエリアの設定に

あたっては，まず多様な自然環境の中にあり，多彩で質の高い植生でおおわれていることが第一

の条件となる。また副次的にはアプローチの条件が加わる。

　エリアにおいては様々な利用活動が行なわれるが，自然に接した利用が主要となる。いわゆる森

林浴をはじめ野外活動，自然観察，サイクリングなどが集団もしくは個々に行なわれる。また嫁ぎ

わのエリアでは海浜を利用した各種のスポーツも行なわれる。これらの利用が安全に効率よく行
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Fig．58　奥浜名自然休養林（引佐郡三ケ日町，富幕由山腹，海抜400m）。

　α（uhamana　Erholungsanlage（Mikkabi－lnachi，400m　U．　NN，　Inasa．gun）．
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Fig・59　淘然体養林の利用状況（奥浜名自然休養林，海抜400孤）。

　　Benutzung　in　einer　Erholungsanlage　durch　Sch廿lergrupPen

　　（Okuhamana　Erholungsanlage，400m　U．　NN）．
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なわれるために，道路や駐車場の整備が自然割地に即した無理のない形で行なわれるべきである。

　エリア内は常に美しく清潔であるべきである。したがって道路や観察路ぞいの植栽およびその

後の保育に関しては，その立地特有の潜在自然植生が示す郷土植物を中心に行なわれるべきであ

り，いたずらに外国産園芸植物を導入すべきではない。自然保護の思想はまず郷土美化活動を通

して自然発生的に生れるべきものと考える。

9．山岳道路　Geb圭rgstra8en

　わが国の山地は急傾斜地が多く，林道や観光道路の造成の際には植生の破壊がはげしく，しぼ

しぼ土砂崩壊を伴い，ときにはこれが原野となって人命をおびやかす災害となることも少なくは

ない。

　1）　県下の山岳道路

　静岡県下における山岳道路には観光を主とした道路として伊豆スカイライン，箱根芦の湖スカ

イラインおよび富士山スカイラインがあげられる。一方，森林伐採や運搬を目的としたいわゆる

林道には南赤石幹線林道，豊岡一鞭ケ島林道，天竜線スーパー林道，東俣林道などがある。これ

らの観光道路や林道は大部分山地帯；ブナクラス域を中心に造成されているが，密士山のように

亜高山帯；コケモモートウヒクラス域にまで達する場合もある。

　静岡県下の観光を目的としたスカイラインのうち，伊豆半島および箱根付近を通る山岳道路は

一般にゆるい勾配の帯解状地に建設されている。したがって建設工事による地形改変や植生破壊

は比較的軽微であったものと考えられる。ただし，これらの道路のルートは気象環境のきびしい

分水嶺にそっているため，周辺部へ直接間接的に何らかの影響が加えられているものと考えられ

る。また富士山爾斜面に建設された表富士周遊道路のうち，三合目（約1，800m）から新五合目

（海抜2，380m）に達するまでのルートは，いわゆるヘアピン状にカーブをくり返している。こ

の閻，道路ぞいの植生は夏緑広葉樹による再生林や幼生林となり，立枯木などもあって周辺の針

葉樹の自然林ときわだった対比を示している。またこの部分では贈与状の沢を交叉しながら通過

しているため，土砂崩壊の個所もみられる（Fig．60，61）。

　一方，林道の多くは赤石山脈の南端部やこれから派生した中起伏L掴地に建設されている。これ

らの林道建設は急傾斜の斜面をけずりながらおし進められるため，土砂崩壊がはなはだしい。と

くに南赤石幹線林道は平均40。の急傾斜地に造成されており，各所にはげしい土砂崩壊がみられ，

周辺部の森林皆伐と共に惨状を呈している（K9．62，63）。

　2）　玉響道路の保全

　山岳道路の建設計画にあたっては，現地の地形，地質および植生を主とする生物環境，さらに

それによってひき起されるモータリゼーションの自然環境への圧迫などを事前に評価されなけれ
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Fig．60　山岳道路ぞいの植生破壊（富土山須三口，海抜！，360m）。

　　　Naturvernichtung　bei　StraBenbau　in　derπ10ntanen　Stufe

　　　（Berg　Fuli，1，360m　U．　NN）．

　　　濃霧幽霧
蜘議嚢聾襲

撃欝響蓼

獲
Fig・61崩壊性の強い縁由砂礫斜面（富士山須走口，海抜1，350m）。

　　　　Rinnenerosion　auf　vulkanischem　Abhang　des　Berges　Fuli

　　　　（Berg　Fuji，！，350m誼．　NN）．
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　Fig．63林道ぞいの植生破壊

　　　　　　（大井川上流，海抜1，500m）。
Durch　der　Bau　einer　BergstraBe　stark　erodierter

Hang（FluB　Ohwi，1，500m荘．　NN），

Fig．62　急斜面に建設された林道

　　　　　　　（赤石山系，海抜1，400m）。
E魚eBergstraBe　entlang　von　steilen　Abhangen

（Akaishi　Gebirge，　ca　1，400m　U．　NN）．
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　　　　　　　7ab・51　山岳道路ぞい植栽適性樹種（ブナクラス域）
　　ロ

Ubersichtstabelle　der　f廿r　die　Umweltschutzvegetat玉on　entlang（1er　Gebirgstrasse

in　der　montanell　Stufe（Fagetea　crenatae）geeignete　Arten

　　　　　　　　　地　域

立地の状態　　Bezirk
Zustand　des
Standortes

傾斜地などの不安
定地

unstabiler　Abhang

風　　籍　　地

unter　starkem
　　　WindeinHuB

安　　定
stabile　Fl温che

地

富士・箱根・伊豆’地区

Fuji－Hakone，王zu－Bezirk

F

赤　　石　　地　　区

Aka玉shi　Gebirge－Bezirk

ニシキウツギ　W厩g8如4θcω帽α　　ニワトコ　3αηめ雄溺5’850♂読αノ～α

ウツギ　理y47・απ望αρμ厩α4α’α　　　ミツバウツギ　＆砂玩y房α肋〃μαZ4α

ウツギ　Z）ε雄恵α67．．伽α如　　マルバゥッギDβ漉π如∫cα房μ　キブシ

C妙Z‘耀∫ρ1闇αβ6αむ　アプラチャン　んノ』α舵ノ閑0加カノ’αθぐ0謬

ヤシャブシ　みZノ耀∫ガプ規α

ノリ

＆α．

オオバヤシャブシ　丑日螂5詑∂oZ読⑳Zα

ハコネウツギ　冊忽β如ん01一オθη∫∫∫

エビガライチゴRzめん∫1銃。θ唐‘o∠α5飯5

コゴメウツギ　3妙h碗α1’4ノーα魏儒α

リ　ョウブ　　C♂8読ノ・αうαプ房2z87一ひf∫　　　カマツカ　　Pb‘‘7一魏∫α8α甑JJo∫ζz　var．　Zα6・び～∫

ヤマテリハノイバラ　Ro∫α々‘6’α6　　シロヤシオ　RIZO40ゐ～Z6”0ノ．～9Z‘f／Z9κ8一

プ配∫z〃π　　ミヤマイボタ　五どgz‘∫彦π‘1π’∫cん。ηo∫ただ　　イヌツゲ　∬甜¢c1－8／zα’α

サラサドウダン　Eノ癖α漉加5ごα〃ψ⑳z認館4∫　ズミ　MαZ潤∫勧。妨～

ツクバネウツギ　Aう読α確〉α照込α如

フジザクラ　P勉ノzz‘∫ゴノぬ∫α

カントウマユミ　Eκoノリηπz蒔5∫θわ。ム
　　　　　　　　　　漉αη’‘∫var，∫α～zgz捻ノ～β～‘∫

アセビ　P諭イ∫ブ砂。加ごα

トウゴクミツバツツジRん040漉η47・0η
　　　　　　　　　　　　　　　τeα4乙ηz〃π

1 ヤマシグレ’　Vf∂μプ刀z‘1ππア・c召。♂α島〃ノ」

ミズナラ　Qμθ’w∫〃孟。π90」ガ6αvar・9γ0558∫εノブ’α如　　コァジサイ　／む♂1闇α1z98α

んか如　　ホソエカエ・デ君08’「Cψ’Zあρ6∫

アオハダ　1陀灘〃雄。ノー砂。磁　　クマシデ

A‘87層プ鎚ガπ8プη8

　ヨグソミネバリ　βε顔伽gプ。∬α

Cαノブ加配∫ノ04）01zfcα　　　ウリカエデ

ヒメシャラ　5館τeα1鹿σ規。ηα漉々）んα

ヒロハツリバナ　Eμoノザη耀5〃zαcノ・ひ

　　　　　　　　　　　μθ1瓢

タソナサワフタギ＆y17ψぬCO∫COザεα7．己α

オオ・イタヤメイゲツ　君偲ノ・5ん∫7一α5α矧‘エー

　　　　　　　　　　　　　　ノヱゆノノゐ

ウダイカンバ　　B8彦雇αノπ砿山1μoて窃ご£か

　　　　　　　　　　αノzα

オノオレカンバB伽蝕∫cん凝ぬ∫
オオ・ズミ　　Mα♂z6∫5’6み。♂4廊　var．親〃1z’
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田ab．52　亜高山帯（コケモモートウヒクラス域）における道路ぞいの植栽適性樹種

　　　　Ubersichtstabelle　der　f蔵r　die　Umweltschutzvegetation　entlang　der　Gebirgstrasse

　　　　in　der　subalpinen　Stufe（Vaccinio・Piceetea）geeignete　Arten

　　　　　　　生活形
　　　　　　Wuchsform

立　地
　Standorte

1
木 本　　植　　物

Baumarten

草 本　　植　　物

Krautarten

早　期　緑　化

　（不安定地）

zur　schne】1en

BegrUnung

（unstabiler

　　　　　Standort）

ミヤマハンノキ　A”観∫ノπα露∫ノπOZ師ご£猷

ミヤマヤナギ　5αZ㍑ノ・幽漉

バツコヤナギ　5αあぼうα勲。

クマイチゴ　　50’・翫∬cノ・ζτ如89〃bZガz孤

ネコシデ　B8頗伽ご。’＝y幻わ距α

早　期　緑　化

　（安　定　地）

zur　schnellen

Begr琶nung

（stabiler

　　　　　Stan（玉ort）

自然林構成種

Arten　der

nat｛irlichen

Vegetation

ダケカンバ　Bθ魏伽θ1・；πα疵ゼ

ネコシデ　β8蝕如coノ＝ゾ・⑫Z∫α

ナナカマド　301か‘∫coη”厩漉α

コハウチワカエデAc61’3紐60Z読αη躍’L

ミヤマアオダモ　乃・α漉ノ鷹∫

　　　　　　　　　　　　砂01一∫紋μα〃瓦ノ診ザα

コヨウラクツツジ　M槻蛎β∫∫α

　　　　　　　　　　　　　μノ．彦αノz419α

オオシラビソ　A玩硲〃’α1勿5翻

シラビソ　　滋房85汐8露‘乃距

トウヒ　Pかぐ8αノ8ZO8’～∫’5　var．

　　　　　　ん0η40ωZ5’∫

コメツガ　　％μ9祝読U6ノ・5》bZ∫α

ヤマハハコ　丑π妙んαZ∫5ノπα79αガ頻偲α

　　　　　　　　　var．αノzg郡∫孟ZO7「

コガネギク　50た伽go吻即一碑浬α

　　　　　　　　　var．　Z8∫ocαψα

ヒメノガリヤス　C認α〃雌8フー。漉∫

　　　　　　　　　　　　ゐαん0πθノ～∫f5

イワノガリヤスC認αノπαg澱5彦f5

　　　　　　　　　　　　♂απg340アガΣ乞

イタドリ　Pb4y8『oη躍πcκ宴〉∫4α孟μノμ

カニコウモリ　Cα6αあαα漉1王05妙Zo認8∫

テンニンソ．ウ　五6zκo∫α4）かμ1π

　　　　　　　　　　ノ吻07～∫α〃π

ヤマタイミンガサ　C曜読αツ鷹α6θ∫

シラネワラビ　∠）1二y9μ87おαZ63吻¶如6α

ミヤマワラビ　翔鰐砂忽が∫‘07～ノ躍‘’”∫

・マイヅルソウ　ム44∫απ’んβノπ躍μ

　　　　　　　　　　4μαオα孟置〃π

ゴゼンタチバナ　Co1ワ擢∫cαπα48π5∫5

セリノミシオガマ　　勘読。κ如ガ∫々ε∫∫々θ’
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ぽならない。すでに富士スバルライン（山梨県）や南アルプススーパー林道（山梨・長野県）な

どで山岳道路建設の弊害が告発されている。

　破壊を受けた道路周辺部の植生は，道路法面とともにいち早く修復されなけれぽならない。一

時的緑化には外国産の草種の播種がしばしぽ行なわれる。また道路法面の緑化工はそれぞれの分

野で種々開発されている（環境庁1974）。植生学的な立場からは，現地の植生や土壌の状態を把

握診断し，立地の改良，適性植物の植栽などを通して植生を中心とした立地の安定を図ることが

提案される。

　静岡県の山地帯および亜高山帯における道路周辺の緑化についての適性植物がTab．51，52

に示されている。いずれの場合においても，現地の立地条件，とくに地形の安定度や風当りの程

度などによって植栽すべき種は異なるため，厳密な現地植生調査を必要とする。また具体的な手

法についても植物社会学的な環境保全緑地形成の技術的手法がこの場合にも応用できよう。とく

に人工地盤や未熟土壌上の早期緑化，完成後に期待される立地保全林の形成など，植生の果たす

機能を最大限生かした環境保全緑地の復元が望まれる。


